
漂流葉書によって観測された九州西方海域を北上する流れについて

松野　 健,方　 益燦*1,柳　 哲雄*2,吉 村　 浩,秋 重祐章

Northward Current West of Kyushu Observed by Drift Cards

Takeshi MATSUNO, Ig-Chan PANG, Tetsuo YANAGI, 

    Hiroshi YOSHIMURA and Yusho AKISHIGE

    The behavior of Tsushima Current west of Kyushu has not been clear, though many researchers 

have discussed about that problem.We tried to get some information about Tsushima Current west of 

Kyushu by means of drift cards and intensive observation by CTD cast. Drift cards released along the 

line of 30.5°N west of Kyushu were recovered around the western area of Japan with 5% recovery rate. 

It suggests northward current west of Kyushu with around 20 cm/s current speed. 

    The intensive observations of temperature and salinity gave significant geostrophic northward 

flow in the area south of Cheju island. It may be caused by distinct difference of water mass charac-

teristics between Yellow Sea Bottom Cold Water and Tsushima Current Water.

*1済 州大学校海洋科学大学
*2愛 媛大学工学部
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海上の最短距離をとおったものとして平均流速を見積もっ

た。

　回収されたもののうち11枚は投入地点より北に向かい、

そのうち5枚は日本海側の本州沿岸に漂着した。4枚は鹿児

島あるいは太平洋側で回収された。おそらく投入地点付近で

黒潮に取り込まれたものと考えられる。投入地点より北上し

たもののうちNo．1（362）は五島の西方の海上で巻き網船に

よって回収され、その漂流時間と距離から平均流速19cm／s

が得られた。No．は回収された順であり、（）内は葉書の

番号である。
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Fig．　1　Release　line　of　the　drift　cards　in　1994　and　stations　of　CTD　casts　in　June　1995．

棄幽
・ o

KOREA
O
o

350
・．oボL　　　　　8rり

冷桑’

@　o@　ら@魯
11

　
ラ
7
7
　
5
副

Cheﾆ1・

@　　　　1　　。

　広“
S
り

1レ9㌔

@　　　　　　4

ミ o
’
’

鹿　Kyush

@2

’

／
3
0　　o，B【こ）30

rl

A

125 130

13

6

Fig．　2　Recovery　points　of　the　drift　cards．　The　solid　lines　connecting　the　recovery　points　with　the　release　line

　　　are　just　artificial．　The　arrows　attached　the　lines，　No．6　and　No．13，　mean　that　the　drift　cards　were

　　　recovered　in　the　area　far　from　the　boundary　of　the　figure．
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Table　1　List　of　recovered　drift　cards．

No． released　date　recovered　date　time　difference　distance note speed

1　（362）

2　（417）

3　（408）

4　（461）

5　（499）

6　（324）

7　（348）

8　（484）

9　（351）

10　（344）

11　（594）

12　（592）

13　（492）

14　（506）

15（361）

94／5／27／2：10

94／5／27／3：05

94／5／27／2：56

94／5／27／3：39

94／5／27／4：17

94／5／27／1：32

94／5／27／1：56

94／5／27／4：12

94／5／27／1：59

94／5／27／1：52

94／5／27／6：02

94／5／27／6：00

94／5／27／4：10

94／5／27／4：24

94／5／27／2：09

94／6／11／07：00

94／6／15／11：00

94／7／02／12：00

94／7／02／10：30

94／7／05／05：00

94／7／11／09：00

94／7／17／14：00

94／7／17／14：10

94／7／17／19：00

94／7／19／05：00

94／7／19／21：00

94／7／23／13：00

94／8／05／06：00

94／8／06／11：eO

94／8／22／06：30

365hr

464

873

871

936
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note　1）　sea；　recovered　in　the　sea

　　2）　K；　Kuroshio，　T；　Tsushima，　C；　Cheju，　1；　lki

　　3　）　the　values　with　parentheses　in　the　speed　column　give　minimun　speed　bucause　the　cards　were

　　　　recovered　at　coast．
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Fig．　3　a）　Temperature　and　b）　salinity　distributions　at　the　depth　of　40m．　Shaded　area　is

　　　shallower　than　40m．

　また、日本海沿岸の海上で回収されたものから見積もられ

た平均流速は10cm／sないし20cm／sであり、このことから、

九州西方から日本海西部にかけて、いわゆる対馬海流として

20cm／s程度の平均流があることが推定される。

九州西方海域における水温、塩分分布と

　　　　地衡流計算による流れ

　Fig．3に1995年6月に観測された九州西方海域における海

面下40mの水温と塩分分布を示す。済州島の南西海域に低温

の水が北の方から入り込んできているのが分かる。これはい

わゆる黄海底層冷水と呼ばれる水で、その存在は古くからよ

く知られているものの、どのようなメカニズムで、この海域

にこのように分布するのか、まだ明らかでない。この黄海底

層冷水の東側には高温で高塩分の水が分布している。これは
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Fig．　4　Vertical　distribution　of　the　geostrophic　flow　refered　to　the

　　　bottom　along　C－line，　320N．　Shaded　area　means

　　　southward　flQw．



研究者が議論しているが、まだよく分かっていない。われわ

れは、漂流葉書と、CTDに よる集中観測によって、九州西

方域の対馬海流に関する情報を得ることを試みた。漂流葉書

は北緯30.5度上に沿って投入され、そのうちの5%が 、西日

本の沿岸を中心に回収された。その結果、九州西方で、20cm

/s前 後の北上流のあることが示唆された。一方、CTDに

よる集中観測からは、済州島南方海域で、明瞭な北向きの地

衡流成分が求められ、それは黄海底層冷水と対馬海流水との

水塊の相違によるものである可能性が考えられる。

要 約

九州西方海域における対馬海流の挙動については、多くの


